
寒川町立旭小学校「学習の手引き」                     令和５年度 第５学年 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※都合により授業内容を変更することがあります。 

【１学期】 

  ・日本の国土とわたしたちのくらし ・未来を支える食料生産 

【２学期】 

・未来をつくり出す工業生産 ・未来とつながる情報 

【３学期】 

  ・国土の自然とともに生きる 

 

授業内容 

評価の観点 ～伸ばしたい力～ 

社会的事象の見方・考え方を働かせ、学習の問題を追及・解決する活動を通して、次のとおり資質・能力を育成することを

目指します。 

（１） 我が国の国土の地理的環境の特色や産業の現状、社会の情報化と産業の関わりについて、国民生活との関連を踏ま

えて理解するとともに、地図帳や地球儀、統計などの各種の基礎的資料を通して、情報を適切に調べまとめる技能

を身に付けるようにします。 

（２） 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考える力、社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて社

会への関わり方を選択・判断する力、考えたことや選択・判断してことをを説明したり、それらを基に議論したり

する力を養います。 

（３） 社会的事象について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを社会生

活に生かそうとする態度を養うとともに、多角的な思考や理解を通して、我が国の国土に対する愛情、我が国の産

業の発展を願い我が国の将来を担う国民としての自覚を養います。 

知識・理解 

我が国の国土の地理的環境の特

色や産業の現状、社会の情報化と

産業の関わりについて、国民生活

との関連を踏まえて理解してい

るとともに、地図帳や地球儀、統

計などの各種の基礎的資料を通

して、情報を適切に調べまとめて

いる。（テストやノートの記述等） 

５年生の社会では、こんな力をつけよう！ 伸ばそう！ 

社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追求したり解決したりする活動を通して、グローバル化する国際社会に主体的に生

きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。 

（１） 地域や我が国の国土の地理的環境、現代社会の仕組みや働き、地域や我が国の歴史や伝統と文化を通して社会生活

について理解するとともに、様々な資料や調査活動を通して情報を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにす

る。 

（２） 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて社

会への関わり方を選択・判断したりする力、考えたことや選択・判断したことを適切に表現する力を養う。 

（３） 社会的事象について、よりよい社会を考え主体的に問題解決しようとする態度を養うとともに、多角的な思考や理

解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会の一員としての自覚、我が国の国土と歴史に対する愛情、我

が国の将来を担う国民としての自覚、世界の国々の人々とともに生きていくことの大切さに「ついての自覚などを

養う。 

思考・判断・表現 

我が国の国土や産業の様子に関する社会

的事象の特色や相互の関連、意味を多角

的に考えたり、社会に見られる課題を把

握して、その解決に向けて社会への関わ

り方を選択・判断したり、考えたことや

選択・判断してことを説明したり、それ

らを基に議論したりしている。（テストや

ノート等の記述、活動の様子など） 

教科の目標 

主体的に学習に取り組む態度 

我が国の国土や産業の様子に関する社

会的事象について、我が国の国土に対す

る愛情をもち産業の発展を願う国家及

び社会の将来の担い手として、主体的に

問題解決しようとしたり、よりよい社会

を考え学習したことを社会生活に生か

そうとしたりしている。（活動の様子や

言動、発表や記述など） 

学年の目標 ～つけたい力～ 


